
ご意見・ご感想をお寄せください
●山形県子育て推進部青少年・男女共同参画課  ☎023-630-2101

FAX 023-632-8238

『大人が変われば子どもも変わる』県民運動の実践活動等をお伝えします。
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家庭や地域でのあいさつ、子ども
たちの話に耳を傾ける、励ます、
注意するなど

【声掛け】
1. まずあいさつから始めよう！

オアシス運動̶おはよう、ありがとう、しつれいします、すみません̶、
ゴミを捨てない・拾う、列車やバスでお年寄りに席を譲るなど

【モラル・マナーの向上】
2. 子どもの手本になろう！

地域の公園や広場・通学路の安全点検など
【子どもを事故、犯罪等から守る】

3. 青少年を育む地域環境に気を配ろう！

山形若者交流推進事業
     ―若者洋上合宿キャラバン―実施報告

最上地区「青少年育成懇談会」
～さすがに大人は手本、青少年もなかなかやるね～

ネット安全サポーター養成講座を開催しました

遊佐町高校生ボランティア「くじら」が
　平成22年度「愛の鳩賞」を受賞!!

「世界青年の船事業」参加外国青年
    ―フィジーとメキシコの青年―来県！

　10月21日（木）～25日（月）に県内
各地の20代から30代の若者40名が
参加し、愛知県を主会場として『若者洋
上合宿キャラバン』を実施しました。こ
の事業は、洋上での研修、若者が自ら企
画実施する米の新品種「つや姫」等の県
産品ＰＲキャラバン活動及び県内外の
若者との交流をとおし、地域づくり活動
に積極的に取り組む若者の育成とネット
ワークの形成促進を目的とした新規事業です。往復の仙台―名古屋間はフェ
リーに乗船し、地域づくりなどの研修や交流会、愛知県内ではトヨタ工場見学、
愛知県庁表敬訪問、愛知県の若者との交流会、「つや姫」等の県産品ＰＲキャラ
バン活動などを行いました。キャラバン活動では「ＣＯＰ10」、「名古屋市緑区
区民祭り」などのイベント会場で山形県産品のブース展示やステージ発表、
「つや姫」試食会などを実施し、多くの「山形ファン」の獲得につながりました。
　また、吉村知事も出席した11月30日（火）の事業報告会では、参加者から
「山形県の魅力を再発見できた」、「この経験や仲間とのネットワークを生かし
て地域活動に積極的に参加したい」など、多くの前向きな意見や報告があり、
山形の若者の「交流と絆の醸成」につながる大きな成果がありました。

　12月11日（土）新庄市民プラザにおいて、最上地区「青少年育成懇
談会」が開催されました。「さすがに大人は手本、青少年もなかなかやる
ね」をテーマに、高校生41名、青少年育成関係者49名が懇談しました。
　高校生からは「手本になる大人」の条件として、「仕事と家庭を両立
させている」「服装・礼儀が良い」「他人に気を配れる」「常識がある」な
どがあげられました。逆に「なりたくない大人」には、「マナーが悪い」
「他人を批判する」「意見を言えない」「ゴミをポイ捨てする」などがあ

げられました。
　今回の懇談会は、高校生から
の率直な意見を聴くことができ
た貴重な機会になりました。改
めて、地域での青少年育成、家
庭での子育てにしっかり取り組
むことの重要性を実感しました。

　携帯電話やパソコンの普及に伴い、子どもたちがインターネットを利用して、有害サイトにアク
セスしたり、「いじめ」につながる不適切な書き込みをすること等が問題になっています。
　そのため、県では、子どもたちや保護者の方に携帯電話やインターネットにはどんな問題点や
危険性があるのか、利用する際にはどんなことに注意したらよいか等を伝えることができる「ネッ
ト安全サポーター」を養成し、各地域での周知・啓発活動を進めています。昨年度までに25名
の「ネット安全サポーター」を養成し、今年度は新たに12名を養成しました。
　今年度の養成講座は、１月22日（土）、23日（日）山形国際交流プラザで開催し、講師の合同
会社ロジカルキットの下田太一氏から、①ケータイ問題の考え方②子どもとケータイ諸問題の
考え方③これからの啓発活動についてお話をいただきました。

　平成９年に誕生した遊佐町高校生ボランティアサークル「くじら」が、
福祉施設の訪問などの活動が認められ、このたび「愛の鳩賞」を受賞
しました。
　「くじら」は、地域に根ざした活動と人と人とのつながりを大切にし、
「できる時にできることを」をモットーに16名で活動しています。福
祉施設の訪問をはじめ2日間にわたる祭（ツーデーマーチ）の開催、
公民館祭りなど町のイベントのスタッフとして欠かせない存在となっ
ています。また､小学生を対象に
した夏まつりやクリスマス会、子
ども学習会など楽しい会も実施し
ています。
　愛の鳩賞受賞を契機に、これか
らもボランティアの楽しさを大い
に味わい、友達の輪を広げ、地域
に根ざした活動を行っていきます。

　内閣府が主催する平成22年度「世界青年の船事業」に参
加するフィジーとメキシコの青年23名が、１月13日（木）に
来県し３泊４日の地方プログラムを実施しました。
　県庁表敬では、髙橋副知事を囲んでの懇談会や「山形おきた
ま【愛】の武将隊」による「歓迎の演舞」、記念品交換などの歓迎
レセプションを行いました。最後に「ワン、ツー、スリー、テキー
ラ！」の合図で記念写真を撮り、大いに盛り上がりました。
　青年たちはこの後、山形市内の視察や本県青年とのディス
カッション交流会、ホームステイなどのプログラムをとお
して、本県青年との交流と友好を深めました。

が開催されました


